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１．研究の目的： 

特別養護老人ホーム（以下・特養）は，利用者の重度化が進んでいる．生活の場であ

る特養においては，機能訓練指導員の配置が義務付けられているが、利用者の訓練目標，

目的をどのように定めたらよいかわからない，何をどのように取り組んだらよいかわか

らない等の思いを抱いている機能訓練指導員が多い．以上の問題関心から，本研究では，

特養に勤務する機能訓練指導員が日頃どのような考えをもって仕事に取り組んでいるの

か，その取り組みの意図するものは何かを明らかにすることを目的とした． 

２．研究方法： 

１）対象と調査方法：対象者は特養に常勤専従で勤務する機能訓練指導員で，協力の得

られた 8 名であった．調査方法は半構造化面接であり，１人あたりの面接時間は 59 分

～77 分であった．質問は，認知症や看取り介護等重度化する特養利用者に対する，①

日頃の業務内容，②他職種との関わり，機能訓練指導員の業務を超えての活動，③仕事

への満足度・達成感，④仕事上の困難，であり，さらに，⑤特養に機能訓練指導員とし

て勤務するようになった時期，きっかけ，を項目として設定した．面接内容は承諾を得

てＩＣレコーダーに録音した．  

２）分析方法：M-GTA を用いて分析した．分析テーマは「認知症や看取り介護等重度化

する特養利用者に対する機能訓練指導員の取り組みとその意図するもの」とし，分析焦

点者を「特養に常勤専従で勤務し利用者に機能訓練を提供している機能訓練指導員」と

した．概念化の作業を進めるとともに経験豊富なチューターの指導の下で行った． 

３．結果： 

分析の結果，11 の概念，２つのサブカテゴリー，３つのカテゴリーが生成された．

３つのカテゴリーとは，【他者との関係性を意識し，仕事の内容を決定する】【生活の

中に機能訓練を位置づける】【周囲の人との心理的距離の近さ】であった．【他者との

関係性を意識し，仕事の内容を決定する】は，以下の２つのサブカテゴリーから生成さ

れた．１つが『他者との関わりを意識して機能回復を抑える』であり，このサブカテゴ

リーは，活動性が向上した認知症利用者などの対応等の「他職種の負担増大を考え機能

回復を躊躇する」，転倒事故を避けたい等の「機能回復よりも安全を求める家族の存

在」という２つの概念から生成された．他の１つは『他者を利用して機能訓練の取り組

みを実現』であり，これは「他職種の仕事に機能訓練の要素を位置づける」「機能訓練

の立場から他職種の仕事の改善に貢献する」「家族の協力を得て機能訓練」という３つ

の概念から生成された． 

【生活の中に機能訓練を位置づける】というカテゴリーは，「利用者の生活がマンネリ

化しないように工夫する」「日常生活の中での活動を機能訓練として位置づける」「看

取り介護期は疼痛緩和や呼吸管理など安楽を目標としてケアする」という３つの概念か

ら生成された． 

【周囲の人との心理的距離の近さ】というカテゴリーは，「マンツーマンでの関わりで

利用者の不満やいらいらを受け止める」「利用者の特性を吸い上げ職員に伝える」「熱

心な家族には応えたい」という３つの概念から生成された．つまり，機能訓練指導員に 
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は，利用者，その家族そして職員といった周囲の人のとの間で，心情を理解し，その人

たちに貢献しようという思いがあった． 

以上３つのカテゴリー間の関係は，次のように示すことができた．【他者との関係性

を意識し，仕事の内容を決定する】【生活の中に機能訓練を位置づける】といった活動

を展開できるのは，【周囲の人との心理的距離の近さ】といった他者との良好な関係性

を構築できていることにある． 

これらの結果は、資格・前歴の職種による差はみられなかった． 

４．考察： 

本研究では，第１に，特養における機能訓練指導員の取り組みが他の職種との関係の

中で位置づけられていることが示唆された．第２には，訓練室で行う機能訓練というよ

り生活行為を機能訓練の機会として利用し，位置づけた取り組みが行われていることが

示唆された．第３には，以上のような機能訓練の手法の部分だけでなく，機能訓練指導

員が利用者と 1 対 1 で長時間にわたり関わることのできる職種であり，そのことが周囲

の人への共感、ニーズの理解といった心理的な距離の近さを生み出し，機能訓練の工夫

やあり方の創造・実践へとつながったことが示唆された．今後の課題として，第１に，

以上のように特養における機能訓練は機能訓練指導員が単独で行うものでないことから、

他職種に対する調査が必要である．第２に，施設によって機能訓練指導員の取り組みに

差がある可能性もあるため，異なる施設の指導員を対象とした調査を行い，結果の妥当

性を検証することも予測されるため他地域の調査を行うことが必要である． 
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